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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月18日(2021.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行う遊技機であって、
　特定領域に特定情報を記憶させる特定情報記憶手段と、
　前記特定領域で記憶している特定情報を出力するための特定情報出力処理を実行する特
定情報出力処理手段と、
　前記特定情報出力処理によって特定情報を出力する時間を特定可能な時間情報を時間記
憶領域に記憶させる時間情報記憶手段と、
　時間の経過に応じて前記時間記憶領域で記憶している時間情報を更新する時間情報更新
手段と、
　前記時間情報更新手段により更新された時間情報が特定情報を特定時間出力したことを
特定可能な特定時間情報になったときに、該特定時間情報を前記特定領域に記憶させるこ
とにより、前記特定領域の記憶内容を初期化する初期化手段と、
　命令内で指定されるアドレスで示される記憶領域に命令内で指定されるデータを格納す
る第１命令を実行する第１命令実行手段と、
　命令内で指定されるアドレスで示される記憶領域に特定レジスタのデータを格納する第
２命令を実行する第２命令実行手段と、を備え、
　前記第１命令の実行に用いるデータよりも前記第２命令の実行に用いるデータのほうが
データの容量が小さく、
　前記初期化手段は、前記第２命令の実行により前記特定領域の記憶内容を初期化する、
遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の遊技機は、
　遊技を行う遊技機（例えば、遊技機１）であって、
　特定領域（例えば、出力ポート）に特定情報（例えば、出力データ）を記憶させる特定
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情報記憶手段（例えば、図２のＳａ４の処理を行う部分、図３のＳｂ１１の処理を行う部
分、図４のＳｃ１５の処理を行う部分）と、
　前記特定領域で記憶している特定情報を出力するための特定情報出力処理を実行する特
定情報出力処理手段（例えば、図２のＳａ５の処理を行う部分、図３のＳｂ１２の処理を
行う部分、図４のＳｃ１６の処理を行う部分）と、
　前記特定情報出力処理によって特定情報を出力する時間を特定可能な時間情報（例えば
、タイマ値）を時間記憶領域（例えば、Ａレジスタ）に記憶させる時間情報記憶手段（例
えば、図２のＳａ１の処理を行う部分、図３のＳｂ２の処理を行う部分、図４のＳｃ７の
処理を行う部分、）と、
　時間の経過に応じて前記時間記憶領域で記憶している時間情報を更新する時間情報更新
手段（例えば、図２のＳａ３の処理を行う部分、図３のＳｂ６の処理を行う部分、図４の
Ｓｃ１１の処理を行う部分）と、
　前記時間情報更新手段により更新された時間情報が特定情報を特定時間（例えば、４４
．８ｍｓ）出力したことを特定可能な特定時間情報（例えば、タイマ値「０」）になった
ときに、該特定時間情報を前記特定領域に記憶させることにより、前記特定領域の記憶内
容を初期化する初期化手段（例えば、図２のＳａ２でＹのときにＳａ５の処理を行う部分
、図３のＳｂ５でＹのときにＳｂ１２の処理を行う部分、図４のＳｃ８でＹのときにＳｃ
１６の処理を行う部分）と、
　命令内で指定されるアドレスで示される記憶領域に命令内で指定されるデータを格納す
る第１命令を実行する第１命令実行手段と、
　命令内で指定されるアドレスで示される記憶領域に特定レジスタのデータを格納する第
２命令を実行する第２命令実行手段と、を備え、
　前記第１命令の実行に用いるデータよりも前記第２命令の実行に用いるデータのほうが
データの容量が小さく、
　前記初期化手段は、前記第２命令の実行により前記特定領域の記憶内容を初期化する（
例えば、図２のＳａ２でＹのときにＳａ５の処理を行う部分、図３のＳｂ５でＹのときに
Ｓｂ１２の処理を行う部分、図４のＳｃ８でＹのときにＳｃ１６の処理を行う部分）もの
である。
　この構成によれば、特定領域の記憶内容を初期化するときに、初期化のための情報（デ
ータ）を別途用意する必要がなくなるので、特定領域の記憶内容を初期化するために要す
るプログラムの容量を削減することができる。
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